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令和７年度『中学生の音楽』『中学生の器楽』に関する詳細は、
教育芸術社ホームページからもご覧いただけます。

https://www.kyogei.co.jp/textbook/jh/jh-r7



道徳教育、
人権教育

p.30

我が国や
郷土の

伝統音楽

p.21

SDGs

p.22

ユニバーサル
デザイン

p.32

ICT

p.28

国際理解

p.20、31

個別最適な学び、
協働的な学び

p.19、20、28

学びたくなる
人と音楽、社会と音楽との様々
な関わりを知ることで、生徒が
主体的に学びたくなります。

1

ここに注目！→  p.6 /p.24 学びが分かる
2

何を学ぶのか、どのように学ぶの
か、何を考えるのかを明確に示す
ことで、学びが分かります。

ここに注目！→  p.10 /p.25

学びが深まる

3

主体的・対話的で深い学びを
実現する「学びのコンパス」で、
生徒の学びがより深まります。

ここに注目！→  p.16 /p.27
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※本書では、文中の煩雑さを避けるため、便宜上『中学生の音楽２・３上』は２年、『中学生の音楽２・３下』は３年と表記しています。

改訂のポイント

令和７年度『中学生の音楽』
『中学生の器楽』に関する新規
掲載曲や動画などの詳細は、
教育芸術社ホームページから
もご覧いただけます。

https://www.kyogei.co.jp/
textbook/jh/jh-r7
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生徒を取り囲むように、教材「赤とんぼ」「魔王」「春」に
ちなんだモチーフを描いています。

タブレットを活用しながら音楽をつくる様子や、音楽に耳を傾け、
その世界に浸る生徒の姿を描いています。

新しい教科書では、生徒が主体的に音楽の学びに向き合って、音や音楽との関わりを築き、
豊かな情操が育まれることを願って、音楽活動に取り組む姿を表紙のイラストで表現しました。

音楽に触れたときの驚きや感動、音楽で表現する喜びを描きました

１年 2年テーマ：音楽との出会い テーマ：音楽をつくる、鑑賞する
歌詞の内容をイメージしながら声を響かせる楽しさや、ハー
モニーを奏でる喜びを描いています。

楽器の音色や響きのよさを捉えて演奏したり、互いの音を聴
き合いながら合奏したりする楽しさを描いています。

https://www.kyogei.co.jp/textbook/jh/jh-r7

教科書の
内容解説動画はこちら

3年 器楽テーマ：歌う、合唱する テーマ：奏でる、合奏する

表紙のイラストは
続き絵になっています。
３年間の学習がつながり、

深まるよう
願いを込めたものです。

アニメーター、イラストレーター。
『借りぐらしのアリエッティ』『風立ちぬ』『ペンギン・ハイウェイ』他、多数の劇場作品にアニメー
ターや演出として参加。WEBやテレビCMのアニメ、書籍の装画や挿絵も多く手がけている。

表紙装画：新井陽次郎さん

4 5



二次元コードから、メッセージ動画にアクセスすることができます。
中学生の皆さんへのメッセージを、ぜひご覧ください。

巻頭ページでは、各界で活躍するかたから中学生へのメッセージとして、音楽や芸術とご自身との関わりについて
語っていただきました。自ら考える力を引き出し、学びに向かう力や「音楽的な見方・考え方」の育成を後押しします。

自ら考える力を引き出します

俳優・歌手：上白石萌音

1年p.2

2年p.2

歌舞伎役者：
松本幸四郎、
市川染五郎

3年p.2

ピアニスト：反田恭平

器楽p.2

打楽器奏者、ドラマー：
石若　駿

同書p.54～には「歌舞伎」を掲載。

同書p.86には同氏作曲の「Bodipa Beats Z」を掲載。

伝統と
革新

きっかけと
情熱

かけがえの
ない時間

つくりあげる
喜び

中
学
生
の
音
楽

学
び
た
く
な
る

1
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あなたにとって、音楽とは─。
様々な分野で活躍するかたに、ご自身にとっての音楽とは何かを語っていただきました。
３年間を通して、音楽と向き合い、主体的に考えることで、より幅広い価値観をもつことができます。

様 な々角度から音楽を捉える、「音楽って何だろう？」

2年p.4

「自分の世界を広げるもの」 人類進化学者
海部陽介さん

1年p.4

「一生を通して楽しむもの」

3年p.4

「寄り添ってくれるもの」

器楽p.4

「じぶんの、そして、ひとのもの」

宇宙飛行士
野口聡一さん

アート
ディレクター

森本千絵さん

中
学
生
の
音
楽

学
び
た
く
な
る

1
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〔
共
通
事
項
〕に
示
さ
れ
て
い
る

「
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
」

１年間で学習する
内容が分かる

「学びの地図」

資
質
・
能
力
の

三
つ
の
柱

目次に続くページに、学習指導要領に示された三つの資質・能力と、それに対応する学習内容や教材を示した
「学びの地図」となる内容を配置し、この教科書を通して身に付けられる学力が一目で分かるようにしました。

音楽科で身に付けられる資質・能力が一目で分かります

生徒にとっては、各教材を通
して自分がどのような音楽の
力を身に付けられるのかを確
認する際の参考に、指導者に
とっては、１年間の学習指導
計画を立てる際の、また評価
規準を考える際の参考にする
ことができます。

1年p.8

学びに向かう力、人間性等

学
び
が
分
か
る

2

中
学
生
の
音
楽
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学習指導要領の〔共通事項〕
に示されている用語や記号
などを、新出時に大きく取り
上げています。

用語や
記号など

「問いかけ」をすることで、生徒が課題意識をもち、
主体的に学習に取り組むことができます。
さらに、「見方・考え方」を働かせることで深い学びにもつながります。

NEW 考えたいポイント

「楽曲の紹介文」や「考えたいポイント」は、
授業の導入にも活用できますね。

1年p.24

「何を学ぶか」を明示し、生徒
がそれを意識することによって、
主体的に学習に取り組むことが
できます。

学習目標に迫るための具体的
な学習活動を例示しています。

学習目標

活動

音楽を
形づくっている
要素
「音楽的な見方・考え方」を働
かせる際の大切な視点となる
「音楽を形づくっている要素」
を各教材に例示しています。

どのような曲なのかを簡潔に
示すことで、生徒が見通しを
もち、主体的に学習に取り組
むことができます。
※ 共通教材と鑑賞教材に示しています。

楽曲の紹介NEW

音楽科における三つの資質・能力を確実に育成できるよう、
「学習目標」「活動文」「音楽を形づくっている要素」などを各教材に設定し、一目で分かるように示しています。

分かりやすい紙面構成で、確実な学びを実現します

学
び
が
分
か
る

2

中
学
生
の
音
楽
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歌声をひびかせて
心をつなげよう

音のつながり方の特徴を生かして
旋律をつくろう。

構成を工夫して、
３つの場面の音楽をつくろう。

音の特徴や重なり方、構成を工夫して
リズムアンサンブルをつくろう。

人々の暮らしの中から生まれた
日本の民謡を聴こう。

声や音楽の特徴を生かして
日本の民謡を歌おう。

アジア各地の音楽を聴こう。

日本に古くから伝わる合奏を聴こう。

日本に古くから伝わる箏の音楽を聴こう。

曲想を生かして表情豊かに歌おう。

曲の構成に注目しながら、
曲想の変化を味わおう。

曲想の変化を生かして
表情豊かに歌おう。

音楽の特徴に注目しながら、
情景を思い浮かべて聴こう。

歌詞や旋律、伴奏から
情景を想像して歌おう。

情景を思い浮かべながら、
言葉を大切にして歌おう。

声が響き合う美しさを味わいながら
合唱しよう。

情景を思い浮かべながら、
思いをこめて歌おう。

曲想の変化を
楽しもう

音楽で思いを
伝えよう

日本や世界の音楽に
親しもう

詩と音楽との
関わりを味わおう

言葉の抑揚を生かして旋律をつくろう。

伴奏を工夫して
自分だけの音楽をつくろう。

楽器の音色に親しみながら、
オーケストラの響きを味わおう。

曲想を生かして表情豊かに歌おう。

いろいろな音の
ひびきを味わおう

和音のひびきや音の
重なりを感じ取ろう

曲想を生かして合唱しよう。

思いをこめて明るい声で合唱しよう。

作者のメッセージを受け止め、
思いをこめて合唱しよう。

イメージをもたらす音楽の秘密を探ろう。

曲想と音楽の特徴との関わりを
感じ取って聴こう。

曲想の変化を感じ取って、
響きのある声で合唱しよう。

パートの役割を理解して合唱しよう。

旋律が重なり合っていくおもしろさを
味わおう。

歌詞と旋律が生み出す雰囲気を
味わいながら歌おう。

声や音楽の特徴を生かして
義太夫節を語ろう。

歌舞伎に親しみ、その音楽を味わおう。

世界のさまざまな声の音楽を味わおう。

声や音楽の特徴を生かして長唄を唄おう。

文楽に親しみ、その音楽を味わおう。

オペラに親しみ、その音楽を味わおう。

和音の動きに合わせて
まとまりのある旋律をつくろう。

詩や曲の背景を理解して歌おう。

情景を思い浮かべながら、
言葉を大切にして合唱しよう。

曲の雰囲気を生かして英語の歌を歌おう。

作曲者の思いを感じ取りながら、
音楽を味わおう。

情景を思い浮かべながら、
表情豊かに歌おう。

声や音楽の特徴を生かして謡を謡おう。

世界のさまざまな楽器の音楽を味わおう。

能に親しみ、その音楽を味わおう。

日本に古くから伝わる尺八の音楽を
味わおう。

ポピュラー音楽を聴いて、
そのよさを味わおう。

小学校6年 中学校1年 中学校2年 中学校3年

曲の特徴を感じ取りながら、
音楽を味わおう。

拍にのって、
旋律の動きを理解して合唱しよう。

拍にのって、
響きのある声で合唱しよう。

９年間を見通すことは、
カリキュラムマネジメントの推進に
向けた手がかりとなります。

生徒の発達段階に応じて三つの資質・能力を無理なく育むことができるよう、
小学校、中学校９年間の系統性と一貫性を重視して学習内容を配列しました。

義務教育９年間の系統的な学びで、資質・能力を育みます

※ 小学校は『小学生の音楽』（令和６年度版）における「題材名」を、中学校は『中学生の音楽』における教材の「学習目標」を示しています。
※小学校における鍵盤ハーモニカやリコーダーの演奏に関する題材は、『中学生の器楽』の内容につながります。

各学年の
スタートに適した
オリエンテーション

的な題材

音楽を
形づくっている
要素との関わりを
中心にした題材

我が国や
郷土の音楽を
学ぶ題材
＋

世界の
様々な音楽を
学ぶ題材

音楽のよさを
総合的に学ぶ題材

うたって おどって
なかよく なろう

音楽で みんなと
つながろう

音楽で心の輪を
広げよう

歌声をひびかせて
心をつなげよう

音楽で心を
つなげよう

はくを
かんじとろう

はくの まとまりを 
かんじとろう

はくに のって
リズムを うとう

歌って音の高さを
かんじとろう

拍にのって
リズムを
かんじとろう

せんりつの
とくちょうを
感じ取ろう

曲想の変化を
感じ取ろう

ちいきにつたわる
音楽に親しもう

いろいろな音の
ひびきを味わおう

どれみ
4 4 4

と 
なかよく なろう

せいかつの 中に
ある 音を 楽しもう

がっきと 
なかよく なろう

にほんの うたを 
たのしもう

みんなで あわせて 
たのしもう

みんなで あわせて 
楽しもう

思いを
音楽で表そう

思いを
音楽で表そう

思いを表現に
生かそう

日本の うたで
つながろう

日本の音楽で
つながろう

日本の音楽に
親しもう

くりかえしを 
見つけよう

詩と音楽との
関わりを味わおう

みの まわりの 
おとに
みみを すまそう

ドレミで あそぼう

せんりつの
重なりを
感じ取ろう

歌声のひびきを
感じ取ろう

ちいきにつたわる
音楽でつながろう

せんりつで
よびかけあおう

ようすを
おもいうかべよう

リズムを かさねて 
楽しもう

いろいろな がっきの 
音を さがそう

ようすを 
おもいうかべよう

リコーダーの
ひびきに親しもう

せんりつの
とくちょうを
かんじとろう

いろいろな音の
ひびきに
親しもう

いろいろなリズムを
感じ取ろう

いろいろな音の
ひびきを
楽しもう

和音のひびきの移り
変わりを感じ取ろう

音の重なりを
感じ取ろう

小学校1年 小学校2年 小学校3年 小学校4年 小学校5年

せんりつの
重なりを
かんじとろう

曲の構成を理解して演奏しよう。

https://www.kyogei.co.jp/textbook/jh/
jh-r7/document

下記資料は、教育芸術社ホームページ
からダウンロードできます。
・年間学習指導計画作成資料
・題材の評価規準例
・題材と学習指導要領との対応

学
び
が
分
か
る
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創作
創作教材では、丁寧に手順を示すことで、生徒も指導者も無理なく
学習を進めることができるように配慮しました。 2年p.34

鑑賞
NEW

鑑賞教材にも「 学びのコンパス」
を掲載しています（7教材）。

主体的な学び

対話的な学び

1年p.45

教科書の手順に沿って学習を進めることで、主体的・対話的で深い学びを実現することができます。
また、ワークシートを使うことで、生徒が自分の考えを整理しながら学習を進めることができます。

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた手立てを示しました

歌唱

学びの手立てを示すことに
より、 見通しをもって学習に
取り組むことができます。

二次元コードからワークシートをダウンロードすることができます。

生徒どうしや指導者との対
話を促すことで、 自己の考え
を広げたり深めたりすること
ができるようにしました。

「見方・考え方」を働かせて
深い学びを実現するための
手立てを適宜示しています。

主体的な学び

対話的な学び

深い学び

NEW

新設の「学びのコンパス」で、
主体的・対話的で深い学び
を実現します（歌唱7教材）。

1年p.19

深い学び

中
学
生
の
音
楽

学
び
が
深
ま
る
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デジタルコンテンツは、教科書紙面と同じ体裁になっています。

創作の学習を無理なく効果的に進められるように、
二次元コードからアクセスできるデジタルコンテンツを充実させました。
個別最適な学びや協働的な学びの実現をサポートします。

つくった旋律を簡単に再生することができます。自分の
思いや意図が反映されているかを確認したり、作品を共
有したりする際にも活用できます。

1年p.20創作
ICTの活用

思いや意図をもって創
作に取り組めるように、
キャラクターの吹き出し
や設問の内容に配慮し
ました。

学校現場からのご意見やご要望を踏まえて、確実に学習目標に迫ることができるよう、
内容をブラッシュアップしました。

各領域、分野の教材の内容を工夫し、より学びやすくしました

歌唱
知覚・感受を

促す

歌唱
資料の充実

気付いたこと（知覚）と感じ
取ったこと（感受）との関わ
りについて考える場面を設
け、それを「どのように歌い
たいか」という思いや意図に
つなげることができるよう工
夫しました。

歌詞の内容を理解したり、
歌唱表現を工夫したりする
際の手がかりとなるよう、歌
詞のイメージに即した写真
を大きく掲載しました。

二次元コードからアクセスできる
動画も充実させました。

2年p.23

3年p.10

中
学
生
の
音
楽

学
び
が
深
ま
る

3

※ここに掲載されているデジタルコンテンツの画像は開発中のものです。内容やデザインなどは変更になる場合があります。
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自国の文化に対する誇りをもつことができるよう、我が国の様々な伝統音楽や
伝統芸能を取り上げたり、生徒が興味・関心をもって自分の住む地域の文化に親しむことができるよう、
各地に伝わる民謡をはじめ、祭りや芸能を取り上げたりしました。

我が国や郷土の音楽 化を尊重する態度を育みます

１年間の学習を見通したり振り返ったりする場面を設けることで、
生徒が主体的に学びに向かい、学習を深めることができるように配慮しました。

見通しと振り返りによって主体的な学びを実現します

1年p.8

2年p.60

1年p.91

2年p.57

「学びの地図」で学習の見通しをもつ 1年間の学びを振り返る（身に付いた力でプレゼンする）

各
教
材
の
学
習

鑑賞
個別最適な
学びの実現

鑑賞
音楽の多様性を

理解する

複数の曲の中から、個々の興味・関心に応じ
たものを選択して学び（学習の個性化）、個別
最適な学びの実現につなげていきます。

生涯にわたり音楽文化
に親しむきっかけとな
るよう、総合芸術であ
るオペラや 歌 舞 伎の
流れを受けて、中学生
に比較的なじみのある
ミュージカルについて新
たに掲載しました。

個々の音楽の特徴を捉え、さらに複数の
音楽を比較したり関連付けたりするなどし
て、それぞれの音楽の共通性や固有性を
理解できるように工夫しました。

1年p.37

2年p.61

2年p.52

中
学
生
の
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著作権

音楽に関する知的財産権について、
生徒に身近な話題を例に、漫画を交
えて親しみやすく解説しました。作品
や著作者の創造性を尊重する態度の
形成を図り、そのことが音楽文化の
継承、発展、創造を支えていることへ
の理解を促します。

「著作権」については、技術科と関連
させて取り上げることができます。

英語の曲の歌唱

俳句を用いた旋律創作

日本の音楽と時代背景との関わり

3年p.64

教科等横断的な
学びの充実
他教科との関連を図ることで、生徒の
興味・関心を高め、より深い学びにつ
なげることができるよう配慮しました。

技術

外国語

国語

社会（歴史）

3年p.26

2年p.31

1年p.51

曲の特徴と風土との関わり1年p.44

音や音楽が、  生活や社会、文化とどのように関わり、どのような意味や価値をもつのかといったことに
生徒が意識を向けることができるようなページを設けました。

音楽の学習を通して社会とつながります

生活や
社会の中の
音や音楽

「生活や社会の中の音や音楽」では、学年に応じたテーマ
を基に、音や音楽と、生活や社会、文化との関わりについて、
段階的に視野を広げて考えられるよう工夫しました。

「鐘の音」や「サウンドロゴ」といった身の回りの音や音楽が、
生活の中で果たす役割を考えます。また、学校の中で聞こ
えてくる環境音などに耳を傾ける活動を掲載しています。

「音や音楽の果たす役割」1年p.68

演奏家の生演奏を間近で聴いたり、指導を受けたりする様
子や、時代の変化やテクノロジーの発展に伴い広がりをみ
せているリモート演奏など、音楽を通した人と人とのつなが
りを紹介しています。

「人と人とをつなぐ音楽」2年p.91

社会との関わりをより意識できるよう、音楽に関わる仕事を
紹介しています。

「仕事と音楽」3年p.66

3年p.66

　３年生では音楽とSDGs（持続可能な開発目標）との
関わりを２つの視点で紹介しています。
　１つ目は、世界各地で音楽教育を支える「青年海外
協力隊員」や支援スタッフとして働く日本人の活動につ
いてです。日本とは全く違う環境で音楽教育を受ける
世界の子どもたちに思いをはせ、現地の子どもたちに
とって、音楽がどのようなもので、どのような役割を果
たすのかを考えることで、国際理解や道徳的な心情を
養う一助となることを願っています。
　２つ目は、音楽には欠かせない楽器の製造における、
森林伐採や海洋ゴミなど昨今の環境問題への企業の
取り組みについてです。楽器を選ぶ際の指標にしたり、
楽器を大切に扱う意識をもったりするきっかけとなるよ
う期待しています。

SDGsの視点で考える

社会（地理）

１年p.66にも掲載。

中
学
生
の
音
楽

学
び
が
深
ま
る

3

22 23



目次に続くページに、学習指導要領に示された三つの資質・能力と、それに対応する学習内容や教材を示した
  「学びの地図」 となる内容を配置し、この教科書を通して身に付けられる学力が一目で分かるようにしました。

音楽科で身に付けられる資質・能力が
一目で分かります

器楽p.8

〔共通事項〕に示されている
「音楽を形づくっている要素」資質・能力の三つの柱

生徒にとっては、各教材を通して自分がどのような音楽の力
を身に付けられるのかを確認する際の参考に、指導者にとっ
ては、学習指導計画を立てる際の、また評価規準を考える
際の参考にすることができます。

器楽の
学習が

見通せる

学びに向かう力、人間性等

様 な々角度から
音楽を捉える
 「音楽って何だろう?」

表紙には、
音楽で表現する喜びを
描きました

『中学生の器楽』も『中学生の音楽』（音楽一般）と同様、  学びに向かう力や  「音楽的な見方・考え方」の
育成を後押しし、  幅広い価値観を養うことができるように内容を工夫しています。

器楽の学習に向かう意欲を引き出します

奏でる、
合奏する きっかけと

情熱

楽器と人

器楽表紙

自ら考える力を
引き出します

器楽p.2

打楽器奏者、ドラマー：石若　駿

器楽p.4

音楽・文芸批評家：小沼純一

「じぶんの、そして、ひとのもの」

→p.8

→p.6

→p.4

中
学
生
の
器
楽

学
び
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る
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器楽p.68

器楽p.107

器楽p.70

生徒の多様な興味・関心を引き出し、好奇心に働きかけるような内容を取り上げています。

生徒の興味・関心を広げます

バンド
スコア

コラボレー
ション

他ジャンルとの

同世代の
音楽活動

「何を学ぶか」を明示し、
生徒がそれを意識すること
によって、主体的に学習に
取り組むことができます。

器楽の学習を通して、資
質・能力や音楽的な見
方・考え方を身に付ける
ことができます。

学習目標

学習目標に迫るための具体
的な学習活動を例示。活動

「問いかけ」をすることで、生徒が課題意識
をもち、主体的に学習に取り組むことがで
きます。さらに、「見方・考え方」を働かせ
ることで深い学びにもつながります。

教科書の手順に沿って学習を進めるこ
とで、  主体的・対話的で深い学び を実
現することができます（器楽４教材）。

「音楽的な見方・考え方」を働かせる際の大切な視点
となる「音楽を形づくっている要素」を各教材に例示。
アイコンではなく〔共通事項〕に示された文言で記
載し、より充実した言語活動につなげます。

考えたいポイント

「学びのコンパス」

音楽を形づくっている要素

NEW

NEW

器楽p.84

→p.16

各授業の
実践

音楽科における三つの資質・能力を確実に育成できるよう、「学習目標」「活動文」
「音楽を形づくっている要素」などを各教材に設定し、一目で分かるように示しています。

分かりやすい紙面構成で、
確実な学びを実現します

学
び
が
分
か
る

2
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ICTを活用した授業を行えるよう、
二次元コードには学習に役立つ様々なデジタルコンテンツをご用意しました。

豊富なデジタルコンテンツで、
授業や個別最適な学びを支えます

350点を超えるコンテンツ

巻頭の
メッセージ動画

歌唱教材の全曲カラピアノと
パート別音源

歌唱共通教材の
演奏と風景動画

全ワークシートの
PDF

※巻末曲はカラピアノのみ

再生部分が
一目で分かります

鑑賞曲の譜例を再生

※ここに掲載されているデジタルコンテンツの画像は開発中のものです。
　内容やデザインなどは変更になる場合があります。

スムーズな学習を
サポートする創作ツール

編
集
上
の
工
夫
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互いの人権を尊重し合うこと、つまり「自分の大切さとともに他の人の大切さを認めること」は、人権教育の
理念でもあります。教科書で取り上げている楽曲の歌詞の内容や写真については、道徳教育や人権教育の観
点に立って、十分に吟味して選んでいます。生徒が自分自身のよさや可能性を認識して個性を生かしながら、
多様な他者を価値ある存在として尊重し、協働していくことができるよう配慮しました。

道徳教育や人権教育に対する配慮

の観点で取り上げることができる歌詞

国際理解

 希望と勇気、
克己と

強い意志
友情、 信頼

中学生も身近に感じられるオリンピックやワール
ドカップなどの国際試合で、国歌「君が代」が歌
われる場面を紹介することにより、他国の国歌・
国旗も尊重する態度を養えるよう配慮しています。

俯く日も　振り返る日も
つま先だけ　いつでも　明日を　向いてる
気づいたから　ちゃんと歩き出せる
本当に心が　目指している
自分だけの道を

何げないあなたの言葉　優しさと強さに溢れ
明日が見えなくなるときは　いつも励ましてくれる
忘れないで　あのとき声に出し誓ったこと
負けないで　歩いていく
明日へ　その先へ

14-fourteen-
夢のつぼみが　心のどこかで震えてる
14-fourteen-
季節を越えて　花ひらくときを信じてる
ああ　変わりたくて　少しだけ背伸びをした
青い空の向こう側で
手をふるのは誰だろう
点数にならない　この胸のときめき
ひろい宇宙の真ん中で
ひとつだけの音楽を奏でてる

変えたいこと　今あるもの
向き合いながら
たましいの望むところに
耳をすませる日
誰かが君にドアを閉めても
世界は君を　君を愛してる
誰かが君に目をそらしても
君は世界にyesと言う

14 -fourteen-
2年p.87

明日を向いて
2年p.10

その先へ
1年p.12

1年p.80

天球図

※道徳と題材との関連については、年間学習指導計画作成資料をご参照ください。
　教育芸術社ホームページから閲覧・ダウンロードすることができます。

2年p.21
「夏の思い出」

器楽p.36 箏（本コラムの上に、「姿勢と構え方」の写真も掲載されています。）

よりよく
生きる
喜び

1年p.4 「一生を通して楽しむもの」野口聡一

自然愛護

礼儀

各学年p.99

https://www.kyogei.co.jp/textbook/jh/jh-r7

編
集
上
の
工
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 UDフォントの 用

 用上の 利さに対する配慮

 特別支援教育の視点に立った配慮

ユニバーサルデザイン（UD）への配慮

紙、印刷、製本の工夫

色彩デザインに関する助言 色覚問題研究グループ ぱすてる

識別しやすい色の組み合わせを選ぶだけで
なく、境界を白い線で示すなど、可視性を
高めるために様々な配慮をしています。

全ての生徒が使いやすい教科書を目指して編集しました。
「音」を扱う教科ならではの工夫、さらに音や音楽で表現するための工夫や配慮についてご紹介します。

UDフォントを大部分に使用しています。タイトルや文章だけでなく、楽譜中の歌詞にも使うことで、
可読性、可視性が高まり、より学習しやすくなりました。

● 用紙は軽さを追求しつつ破れにくいものになっています。
 また、白さや光沢感を調整し、生徒の目への負担軽減にも配慮しています。

● 印刷は発色がよく鮮明でありつつ、
 楽譜の黒色が光らないよう工夫されています。
 また、SDGsに配慮した印刷方法や、再生可能なインクを使用しています。

● 製本はページどうしを接着した、丈夫で長持ちする様式を採用しています。

● 表紙には優れた抗菌作用のある加工を施しています。

歌詞や文章を写真中に入れるときには、無地の部分に配置したり白文字を使用したりすることで、
誰もが読みやすい紙面を目指しました。
全体にレイアウトや囲みの形を工夫し、視認性の高い紙面構成としました。

 色覚特性への配慮
色覚特性の違いが学習内容の理解に影響を与えな
いよう、 全ての紙面、図版、イラストについて、先
天色覚異常（いわゆる色盲、色弱）をもつかたの
助言を受けて編集しました。

全ての人にとっての いやすさを目指して

1年p.24

3年p.10

3年p.32

https://grouppastel.wixsite.
com/pastel

特別支援教育に関する 閲 田中良広先生（帝京平成大学教授）

https://www.morisawa.co.jp/
fonts/udfont/

https://www.jfpi.or.jp/�les/user/pdf/
greenprinting/GPandSDGs_lea�et.pdf

https://www.env.go.jp/policy/hozen/
green/ecolabel/a04_47.html

編
集
上
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新しい教科書では、様々な分野で活躍するかたから、
中学生への思いを託した新作をご提供いただきました。
ここではその一部をご紹介します。

新 曲 紹 介

天球図
覚 和歌子 作詞／森山至貴 作曲

数多くの合唱曲やJ-POPの作詞を手が
けている覚氏と、作曲家であり社会学
者でもある森山氏による作品。
自分自身を見つめ、そして認めることの
大切さをうたった歌詞と、温もり溢れる
優しい雰囲気の旋律を味わいながら歌
いたい。混声合唱の導入にも。

覚 和歌子さん

混声二部
1年p.80

明日を向いて

14 -fourteen-

Bodipa Beats Z 

タイムリーパー

道を歩けば

新沢としひこ 作詞／アベタカヒロ 作曲

弓削田健介 作詞・作曲

石若 駿 作曲

覚 和歌子 作詞／三宅悠太 作曲

山下晃代 作詞／山下祐加 作曲

シンガーソングライターで絵本の執筆な
ども手がける新沢氏と、合唱や子ども
の歌を主軸に幅広く活動しているアベ氏
のコンビ。
前半と後半の曲想の違いを捉えやすい
シンプルな構成ながらも、合唱の響きを
味わうことができる。

全国の学校を巡りながらコンサートや講
演を行っている弓削田氏による作品。
多感な時期である14歳の子どもたちが
抱く複雑な思いがドラマティックなピア
ノに誘われ、壮大なスケールで歌われる。

「立志式」などの校内行事にもふさわし
い一曲。

多方面で活躍している打楽器奏者、ドラ
マーの石若氏による作品。
手拍子、もも打ち、足踏みによる軽快
なリズムに、演奏者はもちろん、聴いて
いる人も一緒に楽しく盛り上がれる。模
範演奏の動画も活用しながらチャレンジ
したい一曲。

「時間」をテーマにした歌詞は、覚氏に
よる書き下ろし。
アニメの主題歌のような世界観をもつ
歌詞と、それに心揺さぶられた三宅氏の
躍動感溢れる旋律との相乗効果を体感
できる作品。ビートを感じながらエネル
ギッシュに歌いたい。

誰かに寄り添うような作品をつくりたい
という思いから生まれた曲。歌詞は山下
祐加氏の妹晃代氏による。
前半はユニゾン、後半は混声三部のハー
モニーを楽しめる構成で、歌詞の内容
がのびやかな旋律やピアノ伴奏に表現さ
れている。

新沢としひこさん

弓削田健介さん

石若 駿さん

三宅悠太さん

覚 和歌子さん

森山至貴さん

山下祐加さん

山下晃代さん

アベタカヒロさん

混声三部
2年p.10

混声三部
2年p.87

ボディー
パーカッション

器楽p.86

Session 
佐井孝彰 作曲

手拍子と足踏みによるボディー パーカッ
ションの作品。

「学びのコンパス」では、音の重なり方
の特徴を捉えることや、表現を工夫する
ためのヒントになるような内容を掲載。
創作の学習と関連させながら取り組むこ
ともできる。

佐井孝彰さん

ボディー
パーカッション

器楽p.84

混声三部
3年p.78

混声三部
2年p.12

https://www.youtube.com/playlist?list=PL1jOy1aqdKQD
1S7gaOV5EbBejLNfZVodm

各曲の演奏動画はこちら
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指導書

1. 実践編 赤字入り教科書ページなど、指導に直接関わるポイントや留意点
を、学習内容に沿って例示

2. 研究編
年間学習指導計画作成例、教材研究（教材解説、評価規準例、
指導と評価の計画の例）、鑑賞資料、参考資料 など

3. 伴奏編 教材曲の伴奏譜、移調伴奏譜、参考曲 など

▲  

中学生の音楽

1. 実践編 赤字入り教科書ページ など

2. 研究・伴奏編 指導事例（学習内容の例、評価規準例、学習の流れの例）、楽曲
解説、楽器の取り扱いと奏法、教材曲の伴奏譜、参考曲 など

▲  

中学生の器楽

様々な資料や音源、映像で、授業や学習活動を多角的にサポート！
指導者用デジタル教科書もセットされています。

書籍

指導者用
デジタル
教科書
（教材）

歌唱 楽譜や縦書き歌詞を単独で映し出すことができ、再生するパートを選択して模範演奏を
聴くことができます。

創作
リズムをつくる学習では、選んだカードを移動して再生することができるため、模範を
示すことで、生徒が学習の見通しをもって活動に取り組むことができます。

鑑賞 教科書の譜例を大きく表示したり、その部分に対応する音源を聴いたりすることができ
ます。

▲  

中学生の音楽

指導者が大型提示装置に映し出して使用します。
教科書の紙面が大きく表示され、
紙面の拡大や書き込みができるほか、
音源や映像など様々なコンテンツが収録されています。
2種類の方法で使用可能予定：①ローカルインストール  ②クラウド配信

器楽 和楽器の教材では、楽器の奏法を解説した動画資料などを収録。リコーダーの教
材では、楽譜と運指を大きく映しながら音と連動します。

▲  

中学生の器楽

歌唱

再生部分が一目で分かります。

創作

つくった旋律をクラス全体でスムーズに共有できます。

鑑賞

再生部分や演奏している楽器が一目で分かります。

器楽

奏法のお手本として授業で活用できます。

指導用CD
歌唱・伴奏

合唱練習用
CD

授業支援DVD
日本の

伝統的な歌唱

指導者用
デジタル教科書（教材）

鑑賞用
CD

※DVD-ROM

※ここに掲載されている画像や表紙は編集中のものです。内容やデザインなどは変更になる場合があります。

https://www.kyogei.co.jp/
digitaltextbook/2025jh/trial/

体験版はこちら

CMYK

C:50  M :0  Y :100  K :0

C :10  M :100  Y :50  K :0

C :0  M :35  Y :85  K :0

C :0  M :0  Y :0  K :100

表示ソフトウェアは
「まなビューア」を

採用しています。

デジタル
教科書も

セットされて
います

資
料
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大学（現在の東京大学）国文科を卒業
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「カトカトーン」で広がる音楽の学び
「カトカトーン」は、教育現場で活用できる音楽Webアプリケーショ
ンです。GIGAスクール構想で整備された１人１台端末の環境で活
用でき、創作をはじめとする学習を楽しくサポートします。

特別な支援を必要とする生徒の
学習上の困難を軽減することができます。

https://www.kyogei.co.jp/
katokatone/

授業支援
DVD

▲  

中学生の音楽

授業支援DVD 日本の伝統的な歌唱の歌い方についての解説や指導、模範演奏の映像

授業支援DVD 和楽器の奏法についての解説や模範演奏の映像

▲  

中学生の器楽

プロの演奏家による実演を見ながら、
学ぶことができます。

指導用CD 全ての器楽教材曲の範奏、伴奏（カラピアノなど）

▲  

中学生の器楽

CD

▲  

中学生の音楽

1. 指導用CD 全ての歌唱教材曲の範唱、伴奏（カラピアノ）、カラオケ（一部教材のみ）

2. 合唱練習用CD 合唱教材曲のパート別演奏（教科書版ONTA）

3. 鑑賞用CD 全ての鑑賞教材曲の演奏、鑑賞参考曲の演奏

＊『合唱練習用CD』は、教育芸術社の人気シリーズ『Chorus ONTA』の教科書版です。授業で活用するだけで
　なく、校内合唱コンクールの練習などにも使える便利なアイテムです。
＊『鑑賞用CD』は、グラモフォン、デッカなどの世界的レーベルの演奏のほか、優れた演奏音源を多数収録して
　います。また、鑑賞参考曲もたいへん豊富で、発展的な授業を行うことができます。

拡大教科書
弱視の生徒たちのために作成された教科書です。
音楽を学習するうえで、たいへん重要な要素である「楽譜」の見やすさや使いやすさを第一に考え、
楽譜のまとまりを見渡せるように配慮したレイアウトになっています。

教科書に掲載されている全ての要素を、見やすい大きさと配色によって、学習の順序を追いながら適切に配置して
います。
特に、楽譜や歌詞、絵譜などが見やすいよう、かつ見通しをもって読み取ることができるように、29cm×29cm
という判型を採用しているのが特徴です。

学習者用デジタル教科書
紙の教科書に代えて、生徒が１人１台端末で
授業で使用することができます。
※音源や動画などのコンテンツは含まれておりません。

1 画面の拡大・縮小
教科書の紙面を任意の大きさに拡大して表示することが
できます。

2 書き込み機能
教科書の紙面にペンやマーカーで簡単に書いたり消した
りすることができます。

5 機械音声読み上げ
教科書の文章や歌詞を機械音声で読み上げます。

6 リフロー（ほんぶん）
教科書の文章や歌詞をリフロー画面に表示し、文字サイ
ズや間隔、表示色などを変更することができます。

8 総ルビ（ふりがな）
教科書の全ての漢字にルビを振ることができます。

7 白黒反転・色カバー表示
教科書の紙面の背景色や文字色を変更・反転して表示
することができます。

3 ワンタップでアクセス可能
紙面上の二次元コードをクリックすることで、デジタルコンテンツにアクセスすることができます。

4 デジタル教材やICTと一体的に活用
タブレット端末で使用できる機能（録音・録画など）や他のデジタル教材、学習支援ソフトウェアと一体的
に活用することで、学習を深めることができます。

https://www.kyogei.co.jp/
digitaltextbook/2025jh/trial/

体験版はこちら

特別支援機能
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検討の観点別に見た特色 中学生の音楽

観点 教科書の特色 具体例の参照ページ

第
２
条
と
の
関
連

第一号
幅広い知識と教養を身に付
け、真理を求める態度を養
い、豊かな情操と道徳心を
培うとともに、健やかな身
体を養うこと。

● 英語の学習と関連付けられるように、英語で歌う教材を取り上げている。
2年p.28、29／
3年p.26、27

● 音符や休符を使った簡単なリズムの読み書きを確実に習得できるような教材
が含まれている。

1年p.16、17／
2年p.32、33

● 他者を尊重し、自然を愛する心を育てることのできる教材や、道徳的観点と
関連付けられる教材を取り上げている。

各学年歌唱教材のページ

第二号
　個人の価値を尊重して、そ
の能力を伸ばし、創造性を
培い、自主及び自律の精神
を養うとともに、職業及び
生活との関連を重視し、勤
労を重んずる態度を養うこ
と。

● 未来への希望をもつ内容の歌を通して、自らの能力を伸ばす態度を養えるよ
う工夫されている。

1年p.10-13／
2年p.10-15

● 旋律の音の進行や上行下行などに着目して旋律をつくる活動によって、創造
性を培えるよう配慮されている。

1年p.20-21

● 場面のイメージに合わせて音素材を選び、構成を工夫して音楽をつくる学習
活動を通して、創造性を培えるよう配慮されている。

1年p.38、39

● 言葉の抑揚や和音に着目して旋律をつくる活動を通して、創造性を培えるよ
う配慮されている。

2年p.30、31／
3年p.28、29

● 音色を工夫しながら、反復や変化などを用いて音楽を構成する学習活動を通
して、創造性を培えるよう配慮されている。

2年p.34、35／
3年p.30、31

● 音楽と職業との関連を重視し、勤労を重んずる態度を養えるよう工夫されて
いる。

3年p.66、67

● 教材に関連する様々な資料を用意したり、複数の楽曲から選んで学習する教
材を設定したりすることで、個別最適な学びに主体的に取り組めるようにし
ている。

各学年資料ページ
1年p.37、65／
2年p.71／3年p.62

第三号
正義と責任、男女の平等、
自他の敬愛と協力を重んず
るとともに、公共の精神に
基づき、主体的に社会の形
成に参画し、その発展に寄
与する態度を養うこと。

● 各パートの役割を知り、その役割を一人一人が担うことを通して、自他の敬
愛と協力を重んずる態度を養うことができるよう工夫されている。

1年p.30-35／
2年p.14-16／3年p.23

● 創作におけるグループ活動の中で、協働しながら学習を進められる教材が含
まれている。

1年p.38、39／
2年p.34、35／3年p.30、31

● 音楽が生活や社会の中で果たしている役割に気付く学習活動を通して、主体
的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養えるよう工夫されて
いる。

1年p.58、59、68、69／
2年p.68、91／
3年p.54、55、66、67

第四号
　生命を尊び、自然を大切に
し、環境の保全に寄与する
態度を養うこと。

● 歌を通して我が国の美しい自然に対する思いを高められる教材と学習活動が
設定されている。

1年p.22-29／2年p.18-23／
3年p.10-15、20-22

● 他者を尊重し、季節や自然、故郷を大切に思う心を育てることのできる教材
を取り上げている。

1年p.70、71／
2年p.72-75／3年p.23、70、71

● 楽器メーカーによる植樹活動や、環境に配慮した製品開発に関するコラムを
掲載することで、環境保全に対する意識を養えるよう工夫されている。

3年p.67

第五号
伝統と文化を尊重し、それ
らをはぐくんできた我が国
と郷土を愛するとともに、
他国を尊重し、国際社会の
平和と発展に寄与する態度
を養うこと。

● 歌舞伎役者、松本幸四郎・市川染五郎親子のインタビューを掲載することで、
我が国の伝統文化に親しみ、それらを尊重する態度を養えるよう工夫されて
いる。

2年p.2、3（p.54-61）

● 我が国の民謡や長唄、義太夫節、謡を歌唱教材として取り上げ、実感をもっ
て我が国の伝統的な歌唱の学習を行えるよう配慮されている。

1年p.60、61／
2年p.58、59、66／3年p.48、49

● 我が国の伝統と文化を尊重する態度を養うために、我が国の伝統的な音楽や
郷土の音楽を明確な観点をもって学習できるよう工夫されている。

1年p.50-63／
2年p.54-69／3年p.42-55

● 音楽を通して多様性を学び、他国を尊重する態度を養うため、アジアや諸外
国の様々な音楽を教材として取り上げている。

1年p.64、65／
2年p.70、71／3年p.56-59

● 我が国で長く歌い継がれている歌を通して、我が国の伝統と文化を尊重する
態度を養えるよう工夫されている。

1年p.70、71／
2年p.72-75／3年p.70、71

● 国歌「君が代」だけでなく、他国の国歌も同じように尊重することを通して、
国際社会の平和と発展に寄与する態度を養えるよう工夫されている。

各学年p.98、99

教育基本法との関連

観点 教科書の特色 具体例の参照ページ

範
囲

取り扱う内容の範囲は、学習
指導要領の目標及び内容に
よっているか。

● １年及び２・３年の目標と内容を踏まえて精選された教材によって、必要な
範囲の内容が十分に、かつ無理なく取り扱えるよう構成されており、音楽科
の目標を達成するという観点から極めて適切なものとなっている。

各学年目次、p.8、9
及び各学年各ページ

目
標

音楽的な見方・考え方を働か
せ、生活や社会の中の音や音
楽、音楽文化と豊かに関わる
資質・能力を育成することが
できるよう配慮されているか。

● 音楽活動を通して、無理なく音楽を形づくっている要素を捉えたり、それら
を生かして表現や鑑賞の活動を進めたりできるよう、教材が適切に配置され、
学習のねらいも分かりやすく示されており、音楽と豊かに関わりながら、学
校での学びと自らの生活とをつなぐことができるよう配慮されている。

各学年目次、各ページ

● 音楽活動の経験や音楽科で得た知識を、学校生活や家庭、地域社会での生活
に生かすことができるように、生活の中にある様々な音や音楽への関心を促
す特集が配置されている。

1年p.2-5、68、69／
2年p.2-5、91／
3年p.2-5、66、67

「知識及び技能」の習得に関
する目標の達成に向けて、工
夫はなされているか。

● 曲想と音楽の構造などとの関わりについての気付きや理解を促す内容のキャ
ラクターの吹き出しが適切に配置され、学習目標や学習活動との結び付きが
分かりやすくなっている。

各学年各ページ

「思考力、判断力、表現力等」
の育成に関する目標の達成に
向けて、工夫はなされているか。

● 学習活動を進めるうえで、知覚・感受したことをもとに「思考、判断、表現」
を行うためのヒントがキャラクターの吹き出しによって示されるほか、思考
した内容を記述する場面を設定したり、作品例やワークシートを掲載したり
するなど、手順が分かりやすく、極めて適切なものとなっている。

1年p.19-21、26、27、32、33、36-
39、45、49、54、65、91／
2年p.16、22、23、29-31、34、35、42、
43、61、71、86、94／
3年p.28-31、37、53、62、89

● 思いや意図をもって表現したり、音楽や演奏のよさや美しさを味わいながら
聴いたりするために必要な情報が適切に示されている。

各学年各ページ

「学びに向かう力、人間性等」
の涵養に関する目標の達成に
向けて、工夫はなされているか。

● １年間の学習の見通しをもつことができる「学びの地図」（学習内容の見取り）
や、１年間の学習を振り返ることができる「音楽を形づくっている要素」、「音
楽の学びを振り返ろう」のページを設けることで、主体的に学習に取り組む
ことができるよう工夫されている。

1年p.8、9、91-93／
2年p.8、9、92-94／
3年p.8、9、89、96

〔
共
通
事
項
〕

〔共通事項〕は、学習指導を
進めるうえで適切に扱われ
ているか。

● 〔共通事項〕に示された音楽を形づくっている要素が、各教材の学習目標の下
に示されており、適切に扱われている。

各学年各ページ

● 学習内容をまとめた「学びの地図」には音楽を形づくっている要素が明示され
ており、各教材の学習目標及びそれに関わる学習の窓口となっている。指導
計画作成の際にそれらを活用することにより、〔共通事項〕との関連が図れる
よう配慮されている。

各学年p.8、9

指
導
上
の
配
慮
や
工
夫

「主体的・対話的で深い学び」
の実現に向けて、配慮や取り
組みはなされているか。

● 意欲をもって主体的に学習を進められるよう、各教材において、目標とする
学習内容やその方法、考えたいポイント、学習に必要な情報が明確に示され
ており、適切に工夫されている。

各学年各ページ

● 友達と意見を交換し、学びを深めることができるよう、キャラクターの吹き
出しなどでヒントが示されているほか、専門家のメッセージにより自分の考
えを広げたり深めたりすることができるよう配慮されている。

各学年各ページ

● 「学びのコンパス」では、曲に対する自分の考えをもち、友達との意見交流を
通して表現や鑑賞の学習を深めることができるよう工夫されている。

1年p.19、26、27、32、33、45、49、54、
65／
2年p.16、22、23、29、42、43、61、71、
86

● 巻頭の特集ページ、各鑑賞教材の資料や巻末の楽典事項などを掲載することで、
興味・関心をもちながら主体的に学習を進めることができるよう工夫されて
いる。

各学年p.2-5／1年p.43、44、48、
50-53、63、94-97／
2年p.37、41、44、45、50-55、60、
62、63、67、95-97／
3年p.32、33、35、39-41、43-45、
51、60-63、97

言語活動の充実に向けた配慮
はなされているか。

● 知覚・感受したことをもとに思考、判断し、理解したことを言葉や音楽で表
現できるよう、表現教材及び鑑賞教材において、譜例や図版、吹き出しを用
いて説明されており、それらを活用することで、言語活動の充実を図ること
ができるよう工夫されている。

1年p.20、21、26、27、33、36、38、
39、45、49、54、65／
2年p.17、23、29、30、31、34、35、
42、43、61、71、86／ 
3年p.28-31、37、53、62

● 音楽を形づくっている要素を文字で示すことで、言語活動の充実を図っている。 各学年各ページ

生徒が実感をもって学習を進
めるための体験活動や体を動
かす活動は、適切に設定され
ているか。

● 我が国や郷土の伝統音楽を学習する際に、親しみや実感をもって音楽に接す
ることができるよう、歌ったり手を打ったりする体験活動が示されている。

1年p.55、60、61／2年p.58、59、
66／3年p.48-50

● 「指揮をしてみよう！」では、鑑賞曲や歌唱曲を聴きながら指揮をしたり、指
揮に合わせて手拍子を打ったり歌ったりすることで、基礎を学びながら実感
をもって豊かな音楽活動につなぐことができるよう配慮されている。

1年p.40、41／
2年p.46、47／
3年p.68、69

学習指導要領との関連

資
料
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観点 教科書の特色 具体例の参照ページ

構
成
・
配
列
・
分
量

教材は系統的・発展的に組織
されているか。

● 学習指導要領に示されている各学年の目標及び内容を踏まえ、各学年、全学
年を通して教材が系統的・発展的に組織されている。

各学年目次、p.8、9
及び各学年各ページ

● 階名唱、合唱、創作などの系統は、小学校における学習状況や各学年の発達
段階を考慮した無理のないものとなっている。

各学年歌唱、創作教材のページ

小学校における学習内容との
系統性・一貫性に配慮されて
いるか。

● 小学校学習指導要領の学習内容との系統性がしっかりと確保されており、義
務教育９年間を通して音楽科の目標に迫る、極めて適切な内容となっている。

各学年目次、p.8、9
及び各学年各ページ

● １年に小学校の基礎的な学習内容を確認するページが用意されているだけで
なく、２年でも同様に繰り返し確認できるよう工夫されている。

1年p.16、17／
2年p.32、33

教材の配列は単なる羅列では
なく、楽曲の性格に即して適
切であるか。

● 学習指導要領の内容及び楽曲の性格に即して、ねらいを明確化した教材が適
切に配列されている。

各学年目次、p.8、9
及び各学年各ページ

● 関連する表現教材と鑑賞教材は、効果的な学習が期待できるよう配列されて
いる。

1年p.18:20-21、p.36-37:38-39／
2年p.56-59、64-66／
3年p.46-49

● 学習内容をまとめた「学びの地図」で１年間の学習の見通しをもつことができ
るとともに、「音楽を形づくっている要素」や「音楽の学びを振り返ろう」のペー
ジにおいて各学年の重要な学習事項などを自ら振り返って確認することがで
きるなど、効果的な配列となっている。

1年p.8、9、91-93／
2年p.8、9、92-94／
3年p.8、9、89、96

基礎的・基本的な学力の定着
については、適切に配慮され
ているか。

● 「リズムゲーム／リズムアンサンブル／リズムチャレンジ」「My Voice!」など
のページは、基礎的な学習内容を確認できるように工夫されている。

1年p.14-17／
2年p.17、23、32、33／
3年p.19

● 巻末の充実した楽典事項や「音楽を形づくっている要素」のページで、基礎的・
基本的な内容の確認や反復学習ができるよう適切に配慮されている。

1年p.92-97／2年p.92、93、95-97
／3年p.96、97

各学校や生徒の実態に応じた
学習指導計画を立てるための
配慮はなされているか。

● 各学校や生徒の実態に応じて柔軟な指導計画を作成できるよう、教科書上で
は題材に束縛されないようになっている一方、学習内容をまとめた「学びの地図」
や各教材においては題材設定のヒントとなる音楽を形づくっている要素が示
されているなど、細かい配慮がなされている。

各学年目次、p.8、9
及び各学年各ページ

教材や文章の分量、バランス、
内容は適切であるか。

● 全体を通して、過不足ない分量の教材が取り扱われ、各教材の学習内容が明
確に示されるとともに、それに即した活動の具体的な手立てやヒントが分か
りやすく適切に取り上げられるなど、目的に応じた扱い方の工夫がなされて
いる。 各学年目次、p.8、9

及び各学年各ページ
● ねらいに即した学習内容や関連教材が有機的に組織されており、教材の学習
活動の分量を弾力的に増減できるよう配慮されている。

● 文章は分かりやすく丁寧かつ簡潔で、分量も適切なものとなっている。

教材の選択及び扱いは、学習
指導を進めるうえで適切であ
るか。

● 明確な学習の観点のもと、幅広く変化に富んだ学習活動を行えるよう多様な
教材が用意されており、意欲的に取り組めるよう適切に配慮されている。

各学年各ページ

● 生徒の心情に即した教材が用意されており、興味・関心をもって学習を進め
ることができるよう配慮されている。

各学年各ページ

● 共通教材は「心の歌」と題して明確に示されている。
1年p.22-29／2年p.18-25／
3年p.10-18、20-22

教
材
の
内
容
や
程
度

教材や学習活動の程度は、生
徒の心身の発達段階や能力の
実態に適応しているか。

● 歌唱教材の歌詞あるいは楽曲の内容は生徒の心情的な発達段階に沿ったもの
であり、かつ合唱の編成や各パートの音域についても学年に応じて極めて適
切に考慮されている。特に１年では変声期に対応できるよう作・編曲したり、
コラムを設けたりしており、学習を進めるうえで極めて適切なものとなって
いる。

各学年歌唱教材のページ
1年p.10-13、15、30-35

● 鑑賞教材の取り上げ方は学年の実態に合わせて適切に配慮されている。 各学年鑑賞教材のページ

● 創作の学習では、小学校の学習を継続、反復、発展させながら、生徒の発達
段階に沿って系統的に学べるよう構成されている。

1年p.20、21、38、39／
2年p.30、31、34、35／
3年p.28-31

「創作」に関わる学習活動は適
切に取り扱われているか。

● 小学校における「音楽づくり」の学習内容を踏まえながら、「My Melody」「Let’s 
Create!」では学習指導要領に示されたイ（ア）及び（イ）いずれの事項からも、
無理なく取り組める教材が分かりやすい手順で丁寧に示されている。

1年p.20、21、38、39／
2年p.30、31、34、35／
3年p.28-31

● 授業時数や生徒の実態に応じて、弾力的な指導を展開できるよう配慮されている。 各学年創作教材のページ

観点 教科書の特色 具体例の参照ページ

教
材
の
内
容
や
程
度

我が国の伝統や文化に関する教
材の扱いにおいては、生徒が我
が国や郷土の伝統音楽に愛着を
もてるよう配慮されているか。

● 幅広い分野から教材を取り上げ、音楽のみならず文化的な側面からも総合的
に捉えられるよう工夫されている。

1年p.50-63／
2年p.54-69／3年p.42-55

● 伝統芸能や民謡などは、実際に音楽の一部を体験したり、同世代の中学生の
取り組みについて知ったりすることによって、生徒が興味・関心をもち、実
感を伴って鑑賞や歌唱の学習に取り組めるよう配慮されている。

1年p.55、60、61／
2年p.58、59、66／
3年p.48-50、54、55

唱歌や長く親しまれてきた歌
を含めた我が国の音楽文化に
対する配慮はなされているか。

● 「心の歌」と題した共通教材では、我が国の文化の視点から説明文や写真が掲
載されており、生徒が知的好奇心や感受性を働かせながら歌うことができる
よう配慮されている。

1年p.22-29／
2年p.18-25／
3年p.10-18、20-22

● 各学年に「歌い継ごう 日本の歌」として、唱歌や現在も様々な場で親しまれ歌
い継がれている楽曲などが精選して取り上げられるなど、世代を超えて日本
の音楽文化を共有することができるよう配慮されている。また、小学校の共
通教材「ふるさと」がア カペラによる編曲で３年に掲載されている。

1年p.70、71／
2年p.72-75／
3年p.23、70、71

教科等横断的な学びや発展的
な学習内容、プログラミング
教育について、適切な配慮は
なされているか。

● 学習指導要領に示された事項以外の内容を掲載したり、他教科との関連を図っ
たりすることで、生徒の興味・関心・意欲を高めて学習を一層深めることが
できるよう、「この頃、日本では…!?」、「耳でたどる音楽史」、能「敦盛」、「Hey 
Jude」、特集などが適切に掲載されている。

1年p.44、48、63／
2年p.37、41、50、67／
3年p.26、27、32、35、39-40、41、
46-50、90-95

● 創作の活動を通してプログラミング的思考を育成できるよう、適切に配慮さ
れている。

1年p.20、21、38、39／
2年p.30、31、34、35／
3年p.28-31

個別最適な学びや協働的な学
びの実現に向けた配慮や取り
組みはなされているか。

● 生徒の興味・関心に応じて活用できる資料が、紙面及び二次元コードのデジ
タルコンテンツに豊富に用意されていたり、協働して学習を進める場面も設
定されるなど十分に配慮されている。

各学年各ページ

国際理解、情報、環境、人権
教育など、社会的及び道徳的
教育課題の扱いは、適切に配
慮されているか。

● 歌唱教材や鑑賞教材において、諸外国の音楽文化に対する理解を深められる
よう、アジアや世界の音楽文化を扱った教材や原語を取り入れた教材などが
適切に配置されている。

1年p.18、19、36、37、40-49、64、65／
2年p.26-29、36-53、70、71／
3年p.24-27、32-41、56-61

● 心の触れ合いの大切さを味わえる歌唱教材を取り上げるなど、道徳との関連
にも行き届いた配慮がなされている。

1年p.10-13、30、31、70-90／
2年p.10-13、72-90／
3年p.23、26、27、70-88

● 音楽に関する知的財産権やインターネット上の音楽利用について、著作者を
尊重する気持ちを育てるとともに、「なぜルールを守らなければいけないのか」
という視点で分かりやすく説明されている。

1年p.66、67／
3年p.64、65

● 歌唱教材などを通して、環境保護について迫ることのできるコラムが掲載さ
れている。

2年p.21／
3年p.67

● 国歌「君が代」だけでなく、他国の国歌を尊重する態度を養う観点から、国際
理解にもつながるコラムが掲載されている。

各学年p.98、99

表
記
・
体
裁
・
装
丁

内容に誤りや粗雑なところは
なく、楽譜や説明文、図版な
どは学習指導を進めるうえで
適切であるか。

● 楽譜や文章などの記述に誤りはなく、文字の大きさ、楽譜の線の太さ及び音
符の大きさや形など、細部にわたって行き届いた配慮がなされている。 

各学年各ページ
● イラストや写真などについても粗雑なところはなく、音楽的感覚の育成や知
的理解、学習活動の一助となるよう生徒の感性に即して適切に扱われている。

ユニバーサルデザインへの配
慮はなされているか。

● 全体に区別しやすい配色を用いながら、学習上の必要に応じて形状や濃度を
違えるなど、確実に識別できるよう配慮されている。

各学年各ページ
● 文章や歌詞、楽譜などの近くにイラストや写真を配置する場合には、学習上
必要な情報に確実に注目することができるよう、シンプルなデザインが採用
されており、学習障害などをもつ生徒への配慮も行き届いている。

● 楽譜を含めた大部分のページでユニバーサルデザインフォントが使用されて
おり、誰もが読みやすい文章や楽譜となるよう配慮されている。

全体の体裁は教科書として適
切であるか。

● AB変型判の紙面は左右にゆったりとして、楽譜や歌詞が見やすいうえ、レ
イアウトも美しく統一感がある。楽曲と学習する内容との関係も分かりやす
く示されているなど、極めて適切なものとなっている。

各学年各ページ

● 表紙は、感性豊かに音楽活動を楽しむ様子が親しみやすく表現されており、
主体的に音や音楽に親しめるよう配慮されている。

各学年表紙

印刷・製本などは適切であ
るか。

● 全ページにわたって４色刷りで、文字・イラスト・写真など印刷の発色もよく、
鮮明なものとなっている。楽譜を見やすくするために黒色が光らないよう工
夫されている。

各学年全ページ
● 製本はページどうしを接着した丈夫で長持ちする様式のものとなっている。

● 再生紙や再生可能な植物油インキを使用するなど、環境にも十分配慮されて
いる。

編集上の工夫や特色

資
料
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観点 教科書の特色 具体例の参照ページ

第
２
条
と
の
関
連

第一号
　幅広い知識と教養を身に付
け、真理を求める態度を養
い、豊かな情操と道徳心を
培うとともに、健やかな身
体を養うこと。

● 器楽の活動を通して、音楽科の学力を高めることのできる教材を配置し、学
習手順が分かりやすく示されている。

p.16、17、54、55、80、81、84、
85

● 各楽器の特徴や基本的な奏法を理解できるよう、分かりやすい写真と丁寧な
説明文で示されている。 p.10-67

● 様々なジャンルの名曲の旋律をリコーダーや和楽器などで演奏することを通
して、それらに親しめるよう工夫されている。 p.96-99

● 他者を尊重し、道徳的観点と関連付けられる教材を取り上げている。 p.16、17、54、55、71-95

第二号
　個人の価値を尊重して、そ
の能力を伸ばし、創造性を
培い、自主及び自律の精神
を養うとともに、職業及び
生活との関連を重視し、勤
労を重んずる態度を養うこ
と。

● 生徒一人一人の創造性を培えるよう、創作の学習内容が示されている。 p.43　

● プロの演奏家のメッセージなどを通して、音楽と職業との関連を重視し、勤
労を重んずる態度を養えるよう工夫されている。 p.2、3、34、44、50、56、60

第三号
　正義と責任、男女の平等、
自他の敬愛と協力を重んず
るとともに、公共の精神に
基づき、主体的に社会の形
成に参画し、その発展に寄
与する態度を養うこと。

● グループ活動の中で、協働しながら学習を進められる教材が含まれている。 p.16、17、54、55、71-95

● 各パートの役割を知り、その役割を一人一人が担うことを通して、自他の敬
愛と協力を重んずる態度を養うことができるよう工夫されている。 p.54、55、80-83

● 郷土の祭りや芸能など、音楽が生活や社会の中で果たしている役割に気付く
学習活動を通して、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度
を養えるよう工夫されている。

p.50、56、59

第四号
　生命を尊び、自然を大切に
し、環境の保全に寄与する
態度を養うこと。

● 人が楽器を演奏するということについて、社会とのつながりの中で理解する
ことができるよう工夫されている。 p.2-5

● 沖縄を拠点に、自然体の言葉で平和を願うメッセージを発信しているバンド
MONGOL800を楽曲とともに紹介し、郷土愛とともに生命の尊さを学ぶこ
とができるよう工夫されている。

p.68、69

第五号
　伝統と文化を尊重し、それ
らをはぐくんできた我が国
と郷土を愛するとともに、
他国を尊重し、国際社会の
平和と発展に寄与する態度
を養うこと。

● 和楽器を活用した学習活動を通して、我が国の伝統的な音楽に親しみ、その
よさを味わえるよう配慮されている。 p.34-62

● 諸外国の音楽で使用する楽器を紹介し、それらを用いる音楽により親しめる
よう工夫されている。 p.10-33、63-67

● 我が国の伝統と文化を尊重する態度を養うために、我が国の伝統的な音楽や
その手法を用いた教材が掲載されている。 p.92-95

● 我が国の伝統と文化を尊重する態度を養うために、我が国の伝統的な音楽に
使われている楽器が分類されて示されている。 p.59

● 和楽器を演奏している中学生の姿や和楽器が伝統の枠を超えて活躍する様子
を紹介することによって、我が国の伝統的な音楽や楽器への親しみをもてる
よう工夫されている。

p.70、107

● 打楽器奏者、ドラマーの石若駿氏のインタビューを掲載し、楽器を通して音
楽文化に親しみ、それらを尊重する態度を養えるよう工夫されている。 p.2、3

観点 教科書の特色 具体例の参照ページ

範
囲

取り扱う内容の範囲は、学習
指導要領の目標及び内容に
よっているか。

● 教科及び各学年の目標と内容を踏まえて精選された教材によって、必要な範
囲の内容が十分に、かつ無理なく取り扱えるよう構成されており、音楽科の
目標を達成するという観点から極めて適切なものとなっている。

目次、p.8、9 
及び各ページ

目
標

音楽的な見方・考え方を働か
せ、生活や社会の中の音や音
楽、音楽文化と豊かに関わる
資質・能力を育成することが
できるよう配慮されているか。

● 音楽活動を通して、無理なく音楽を形づくっている要素を捉えたり、それら
を生かして器楽や創作の活動を進めたりできるよう、教材が適切に配置され、
学習のねらいも分かりやすく示されており、音楽と豊かに関わりながら、学
校での学びと自らの生活とをつなぐことができるよう配慮されている。

目次、各ページ

● 音楽活動の経験や音楽科で得た知識を、学校生活や家庭、地域社会での生活
に生かすことができるように、生活の中にある様々な音や音楽への関心を促
す特集が配置されている。

p.2-5、50、56、59、107

「知識及び技能」の習得に関
する目標の達成に向けて、工
夫はなされているか。

● 曲想と音楽の構造などとの関わりについての気付きや理解を促す内容のコラ
ムや「Q&A」、キャラクターの吹き出しが適切に配置され、学習目標や学習
活動との結び付きが分かりやすくなっている。

各ページ

「思考力、判断力、表現力等」
の育成に関する目標の達成に
向けて、工夫はなされているか。

● 学習活動を進めるうえで、知覚・感受したことをもとに「思考、判断、表現」
を行うためのヒントがキャラクターの吹き出しによって示されるほか、思考
した内容を記述する場面が設定されており、実際に演奏して確かめるなど、
極めて適切なものとなっている。

p.16、17、54、55、80、81、84、
85

● 「学びのコンパス」では、表現活動を通して思考力・判断力を育む場面も設
定されている。 p.17、55、81、85

● 思いや意図をもって表現したり、自分や人の演奏のよさや美しさを味わいな
がら聴いたりするために必要な情報が適切に示されている。

各ページ

「学びに向かう力、人間性等」
の涵養に関する目標の達成に
向けて、工夫はなされているか。

● 器楽の学習の見通しをもつことができる「学びの地図」（学習内容の見取り）
を設けることで、主体的に学習に取り組むことができるよう工夫されている。 p.8、9

〔
共
通
事
項
〕

〔共通事項〕は、学習指導を
進めるうえで適切に扱われ
ているか。

● 〔共通事項〕に示された音楽を形づくっている要素が、アンサンブル セミナー
や創作の学習目標の下に示されており、適切に扱われている。 p.16、43、54、80、84

● 学習内容をまとめた「学びの地図」には音楽を形づくっている要素が明示さ
れており、各教材の学習目標及びそれに関わる学習の窓口となっている。指
導計画作成の際にそれらを活用することにより、〔共通事項〕との関連が図
れるよう配慮されている。

p.8、9

指
導
上
の
配
慮
や
工
夫

「主体的・対話的で深い学び」
の実現に向けて、配慮や取り
組みはなされているか。

● 意欲をもって主体的に学習を進められるよう、各教材において、目標とする
学習内容やその方法、考えたいポイント、学習に必要な情報が明確に示され
ており、適切に工夫されている。

各ページ

● 友達と意見を交換し、学びを深めることができるよう、「知識・技能」に関
するコラムや「Q&A」、キャラクターの吹き出しなどでヒントが示されてい
るほか、専門家のメッセージにより自分の考えを広げたり深めたりすること
ができるよう配慮されている。

各ページ

● 「学びのコンパス」では、曲に対する自分の考えをもち、友達との意見交流を
通して器楽の学習を深めることができるよう工夫されている。 p.17、55、81、85

● 巻頭の特集ページ、巻末の楽典事項や各種の資料などを掲載することで、興味・
関心をもちながら主体的に学習を進めることができるよう工夫されている。 p.2-5、59、68-70、100-107

言語活動の充実に向けた配慮
はなされているか。

● 知覚・感受したことをもとに思考、判断し、理解したことを言葉や音楽で表
現できるよう、譜例や吹き出しを用いて説明されており、それらを活用する
ことで、言語活動の充実を図ることができるよう工夫されている。

p.17、43、55、81、85

● 音楽を形づくっている要素を文字で示すことで、言語活動の充実を図っている。 各ページ

生徒が実感をもって学習を進
めるための体験活動や体を動
かす活動は、適切に設定され
ているか。

● 和楽器を学習する際に、親しみや実感をもって音楽に接することができるよ
う、唱歌や口三味線を歌う活動が示されている。

p.40、42、49、53、54、58、62、
92-95

教育基本法との関連

学習指導要領との関連検討の観点別に見た特色 中学生の器楽

資
料
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観点 教科書の特色 具体例の参照ページ

構
成
・
配
列
・
分
量

小学校における学習内容との
系統性・一貫性に配慮されて
いるか。

● 小学校学習指導要領の学習内容との系統性がしっかりと確保されており、義
務教育９年間を通して音楽科の目標に迫る、極めて適切な内容となっている。

目次、p.8、9
及び各ページ

教材の配列は単なる羅列では
なく、楽曲の性格に即して適
切であるか。

● 様々な楽器及び楽曲の特徴に合った、効果的な選曲や配列がなされており、
極めて適切である。

目次、p.8、9
及び各ページ

● 学習指導要領の内容及び楽曲の性格に即して、ねらいを明確化した教材が適
切に配列されている。

目次、p.8、9
及び各ページ

● 学習内容をまとめた「学びの地図」で器楽の学習の見通しをもつことができ
るよう工夫されている。 p.8、9

基礎的・基本的な学力の定着
については、適切に配慮され
ているか。

● 楽器の奏法などについては適切な文章とイラスト、写真を用いて解説されて
おり、楽器の基礎的な技能の習得に配慮されている。 p.10-67

● 「学びのコンパス」「Q&A」や各所のコラムでは、小学校で身に付けたことや、
音色などの基礎的な学習内容を確認し、繰り返し学習できるよう工夫されて
いる。

p.12、15、17、18、21、28、30、
37、38、48、53、55、61、65、81、
85

各学校や生徒の実態に応じた
学習指導計画を立てるための
配慮はなされているか。

● 各学校や生徒の実態に応じて柔軟な指導計画を作成できるよう、教科書上で
は題材に束縛されないようになっている一方、学習内容をまとめた「学びの
地図」や各教材においては題材設定のヒントとなる音楽を形づくっている要
素が示されているなど、細かい配慮がなされている。

目次、p.8、9
及び各ページ

● 学習内容をまとめた「学びの地図」においては学習指導要領に示されている
器楽の学習内容や音楽を形づくっている要素が示されているなど細かい配慮
がなされており、指導計画を立てるうえで適切なものとなっている。

p.8、9

● 様々な楽器編成に対応できるよう編曲上の工夫がなされており、極めて適切
なものとなっている。

p.16、17、54、55、74-76、80-
85、88-91、94、95

教材や文章の分量、バランス、
内容は適切であるか。

● 各楽器がバランスよく取り上げられており、それらを用いた楽曲についても
過不足なく扱われている。

目次、p.8、9
及び各ページ

● 全体を通して、過不足ない分量の教材が取り扱われ、各教材の学習内容が明
確に示されるとともに、それに即した活動の具体的な手立てやヒントが分か
りやすく適切に取り上げられるなど、目的に応じた扱い方の工夫がなされて
いる。

● 文章は分かりやすく丁寧かつ簡潔で、分量も適切なものとなっている。

教材の選択及び扱いは、学習
指導を進めるうえで適切で
あるか。

● 明確な学習の観点のもと、幅広く変化に富んだ学習活動を行えるよう多様な
教材が用意されており、意欲的に取り組めるよう適切に配慮されている。

各ページ

● リコーダー、ギター及び箏、三味線、太鼓、篠笛、尺八の 5種類の和楽器、
打楽器が豊富な写真を用いて扱われており、生徒の主体性を引き出す工夫が
なされている。

p.10-67

● プロの演奏家の写真やメッセージなどが豊富に掲載され、楽器への興味・関
心・意欲を高めるために極めて適切な内容となっている。

p.2、3、10、26、34、44、50、56、
60

教
材
の
内
容
や
程
度

教材や学習活動の程度は、生
徒の心身の発達段階や能力の
実態に適応しているか。

● 楽曲の内容は、生徒の心情に合ったものが、様々な習熟度に応じた編曲で取
り上げられており、極めて適切なものとなっている。

各ページ

● 各楽器のページにおいては、生徒の実態に合わせて基礎的な技能を習得でき
るよう、きめ細かな配慮がなされている。 p.10-67

「創作」に関わる学習活動は適
切に取り扱われているか。

● 小学校における「音楽づくり」の学習内容を踏まえながら、箏を用いて無理
なく行える創作の活動が設定されている。手順も丁寧に示されており、極め
て適切なものとなっている。

p.43

観点 教科書の特色 具体例の参照ページ

教
材
の
内
容
や
程
度

我が国の伝統や文化に関する
教材の扱いにおいては、生徒
が我が国や郷土の伝統音楽に
愛着をもてるよう配慮されて
いるか。

● 和楽器のページにおいては、楽器の奏法に関することだけではなく、姿勢や
礼儀などについてのコラムも掲載され、適切に配慮されている。また導入と
して各楽器を用いた鑑賞曲も取り上げられており、我が国の伝統的な音楽文
化の理解という観点から極めて適切なものとなっている。

p.34-62

● 和楽器を用いた平易なアンサンブル曲や、生徒にとって親しみやすい曲が取
り上げられており、我が国の伝統音楽のよさを味わい、愛着をもつことがで
きるよう配慮されている。

p.54、55、92-95、98、99

● 巻末の資料では、同世代の中学生による和楽器の演奏写真が取り上げられて
おり、和楽器を一層身近なものとして捉えることができるよう工夫されてい
る。

p.107

発展的な学習内容について、
適切な配慮はなされているか。

● 学習指導要領に示された事項以外にも、生徒の興味・関心・意欲を高めて学
習を一層深めることができるよう、「バンドの世界をのぞいてみよう」「伝統
の枠を超えて活躍する和楽器」を掲載しており、極めて適切に配慮されてい
る。

p.68-70

国際理解、情報、環境、人権
教育など、社会的及び道徳的
教育課題の扱いは、適切に配
慮されているか。

● 様々なアンサンブル活動を通して、協働しながら学習を進められるほか、箏
のページにおいては、「姿勢と礼儀」についても触れているなど、適切に配
慮されている。

p.16、17、36、54、55、71-95

● 諸外国の音楽文化に対する理解を深められるよう、様々な国の楽器や楽曲を
取り上げている。

p.4、5、10-33、63-67、71-73、
76-79、82、83、87、96、97、
101、104、105

『中学生の器楽』と『中学生の
音楽』の内容は、連携を図れ
るよう配慮されているか。

● 歌唱教材、鑑賞教材で扱われている作品を、実際に楽器で演奏することで連
携が図れるよう、適切に配慮されている。 p.24、40、72、78、79、99

● 巻頭の特集、巻末の楽典事項、「学びのコンパス」「My Melody」などのペー
ジは、『中学生の音楽』と同様の体裁で統一感をもたせるなど、全体に連携
して使用しやすいよう工夫されている。

p.2-9、16、17、43、54、55、80、
81、84、85、106

表
記
・
体
裁
・
装
丁

内容に誤りや粗雑なところは
なく、楽譜や説明文、図版な
どは学習指導を進めるうえで
適切であるか。

● 楽譜や文章などの記述に誤りはなく、文字の大きさ、楽譜の線の太さ及び音
符の大きさや形など、細部にわたって行き届いた配慮がなされている。 

各ページ

● イラストや写真などについても粗雑なところはなく、音楽的感覚の育成や知
的理解、学習活動の一助となるよう生徒の感性に即して適切に扱われている。

● 楽譜は全体的にたいへん見やすく、和楽器においては、和楽器固有の記譜法
を掲載するなど、様々な指導実態に適応できるよう配慮されている。

● 説明文は簡潔かつ明瞭であり、全体にわたって美しく分かりやすい写真や図版
が豊富に用いられているため、学習指導を進めるうえで極めて効果的である。

ユニバーサルデザインへの配
慮はなされているか。

● 全体に区別しやすい配色を用いながら、学習上の必要に応じて形状や濃度を
違えるなど、確実に識別できるよう配慮されている。

各ページ
● 文章や楽譜などの近くにイラストや写真を配置する場合には、学習上必要な
情報に確実に注目することができるよう、シンプルなデザインが採用されて
おり、学習障害などをもつ生徒への配慮も行き届いている。

● 楽譜を含めた大部分のページでユニバーサルデザインフォントが使用されて
おり、誰もが読みやすい文章や楽譜となるよう配慮されている。

全体の体裁は教科書として適
切であるか。

● AB変型判の紙面は左右にゆったりとして、楽譜や歌詞が見やすいうえ、レ
イアウトも美しく統一感がある。楽曲と学習する内容との関係も分かりやす
く示されているなど、極めて適切なものとなっている。

各ページ

● 表紙は、感性豊かに音楽活動を楽しむ様子が親しみやすく表現されており、
主体的に音や音楽に親しめるよう配慮されている。

表紙

印刷・製本などは適切であ
るか。

● 全ページにわたって４色刷りで、文字 ･イラスト ･写真など印刷の発色もよ
く、鮮明なものとなっている。楽譜を見やすくするために黒色が光らないよ
う工夫されている。

全ページ
● 製本はページどうしを接着した丈夫で長持ちする様式のものとなっている。

● 再生紙や再生可能な植物油インキを使用するなど、環境にも十分配慮されて
いる。

編集上の工夫や特色

資
料
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